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　３年ぶりに従来通りの祇園会を終えた、７月 27 日、
28 日の両日、京都駅に近い京都府民総合交流プラザ 京
都テルサにおいて、第 45 回日本基礎老化学会大会を開
催することが出来ました。今回の大会は、会員相互の研
究交流を促進することを目的とした現地開催を軸とし
て、昨年の第 44 回大会で成功を収めた Web 開催のノ
ウハウを活かしたハイブリッド開催で行いました。京都
で最も暑い季節での開催、しかも COVID-19 の第７波
のピークの時期に重なりましたが、142 名の皆様（内会
員 115 名）にご参加いただきました。直接現地参加いた
だきましたのは 118 名、Web 参加は 24 名でした。現地
参加者数は口演会場の感染防止対応定員に達する人数に
なりました。今回の開催におきましても、昨年同様、現
地参加者には健康状態チェックシートを毎日御提出いた
だき、マスクの常時着用、入室時手指消毒を行っていた
だきました。感染事故もなく終えることが出来ましたこ
とは参加者の皆様のご協力あってのことと感謝いたして
おります。
　第 45 回大会のテーマを「基礎老化研究と炎症論」と
しました。炎症は古くから医学の研究対象でしたが、個
体老化のメカニズムとして、炎症反応や炎症関連物質が
一般的になってきたのはここ 20 年ほどです。今大会で
は日韓合同シンポジウムの各講演ならびに 2 つの教育講
演で、老化過程における炎症反応の側面について話して
いただくようにいたしました。本大会の演題総数は 57
題でした（シンポジウム６題、教育講演 2 題；細川昌則
会員、近藤祥司会員、一般演題 49 題）。この内、会場で
の発表は 49 題、Web 発表は 8 題でした。一般演題 49
題は７つのセッションに分けられ、14 名の会員が座長
を担当し、内 2 名は Web で座長を務めました。これら
の複雑で煩雑なハイブリッド形式での発表は、それを専
門とする企業により遅滞なく大変スムーズに運営するこ
とが出来ました。
　今回の一般演題の内、若手奨励賞候補 21 題と韓国の
研究者の発表 5 題については、ポスター発表も行い、時
間をかけて討論を行うようにいたしました。各ポスター

ボードを離して設置し、奇数番号の演題については第１
日目に、偶数番号の演題については第２日目に討論の時
間を設けました。さらに討論の際に演題が隣合わないよ
うに配置し、聴衆が１か所に集まらないようにするため
に座長による討論の進行を行わないなど、ポスター会場
に密な状態が生じないよう時間的・空間的な工夫をいた
しました。
　今回の一般演題 49 題の内、若手奨励賞への応募は 21
題に上りました。当日会場に参加した、理事・評議員・
座長の投票により選考し、澁谷 修一会員（国立長寿医
療研究センター）、中村 庸輝会員（広島大学大学院）、
野崎 優香会員（東京理科大学）の 3 名に第 45 回日本基
礎老化学会大会若手奨励賞が授与されました。（写真１）

　日本での開催が第 41 回大会以来４年ぶりとなる日韓
合同シンポジウムを、下川 功会員（長崎大学大学院）
の大変なご尽力により、開催することが出来ました。韓
国からは、The Korean Society for Gerontology 会長の
Joong-Jean Park 先生（Korea Univ.）、副会長の Cheol-
Koo Lee 先生（Korea Univ.）や若手の方を含む、8 名
の研究者を招待することができました。３名は日韓合同
シンポジウムで講演し、5 名は日本基礎老化学会会員に
交じって、一般口演ならびにポスター発表を行い、日韓
の研究交流を進めました。今回の来日では、入国者健康
確認システム（ERFS）を活用した外国人新規入国オン
ライン申請を行い、承認を得たうえで査証を申請しまし
た。さらに韓国を出国する前に 2 回の PCR 検査をうけ、
陰性であることを確認したうえで日本にむけて入国し、
帰国に向けては、日本を出国する前に PCR 検査をうけ
て陰性証明を得て韓国に入国するという大変煩雑な手続
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きと作業が必要でしたが、当初の計画通り、8 名の方々
が欠けることなく入国、研究交流、帰国出来たことは、
韓国から参加された方々の、並々ならぬ協力と熱意の賜
物と大変感謝しています（写真２）

　第１日目には、ポスター討論時間に引き続き、名誉会
員の推戴式を行いました。相垣敏郎会員と海野けい子会
員は会場にて、樋口京一会員はオンラインにての推戴と
なり、ハイブリッド開催の象徴的な光景となりました。

（写真３）

　今回ハイブリッド開催に加えて、いくつかの新しい試
みを行いました。そのうちの 1 つが、老化促進モデルマ
ウス（SAM）学会第 37 回学術大会（大会長　川崎医科
大学医学部 西村泰光先生）との並行開催でした。日本
基礎老化学会大会は７月 27 日、28 日に３階会場におい
て開催し、SAM 学会大会は 28 日、29 日に２階会場に
おいて開催し、１日重なるようにいたしました（写真 4）。
参加費に差はありましたが、一方の大会の参加証で他方

の大会を特別聴講できるようにいたしました。両学会と
も 10 名以上の会員に他方の大会の発表の一部を聴講し
ていただきました。さらに、会員相互の交流を図るため
に、合同ランチョンセミナーの開催ならびに、感染防御
に対応した交流室を設け、そこで豆乳飲料の提供を行い
ました。
　今大会では、懇親会を行うことを会期直前まで検討し
ましたが、多くの研究機関が会食参加の制限を行ったこ
ともあり、残念ながら実施を断念せざるを得ませんでし
た。一方、学会場での研究交流は、概ね従来と同様に行
うことができました。特にポスター会場での研究交流は
非常に活発で、両日ともに討論の打ち切りをお願いしな
ければならない状態でした。COVID-19 により、近い間
柄ですら毎日の結びつきが薄くなってしまう様に感じま
す。今回の大会の開催により、会員相互の結びつき、な
らびに日韓の基礎老化学研究者の結びつきが強くなり、
また、日本と韓国の基礎老化研究の発展に貢献したこと
で、本大会開催の意義は大いにあったと思います。また、
本大会の開催準備を進めるにあたって、The Korean 
Society for Gerontology 会員へ Web 配信する事、各発
表者の研究情報の保護を担保する方法、マスメディアへ
の対応基準など学会レベルで検討していただく課題が明
らかになったことも、大会開催の成果の一つであると考
えています。
　社会的に厳しい状況の中で、本大会の開催に向けて、
後援、助成、賛助をいただきました団体、研究・教育機
関、財団、企業の皆様のご支援に心より感謝いたします。
また、本大会の実現に向けて、１年余りにわたってご尽
力くださった大会運営委員、プログラム委員の皆様、大
会当日に大会運営を支えてくださった関係者の皆様に心
より感謝いたします。

写真２

写真４

写真３


